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（伊奈町）

図
書
館
な
ど
複
合
型
施
設
へ

伊
奈
町
役
場
新
庁
舎
が
起
工

（鴻巣市）

友
好
都
市
舞
台
の
映
画
を
上
映

南
野
陽
子
さ
ん
ら
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

鴻
巣
市
の
友
好
都
市
で
あ

る
福
島
県
金
山
町
が
舞
台
の

映
画
「
あ
い
せ
き
列
車
只
見

線
」（
井
草
葉
子
監
督
）
の

上
映
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

７
日
、
鴻
巣
市
文
化
セ
ン

タ
ー
（
ク
レ
ア
こ
う
の
す
）

小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　

２
０
１
１
年
の
豪
雨
で
一

部
不
通
と
な
り
22
年
に
全
線

復
旧
し
た
Ｊ
Ｒ
只
見
線
を
後

押
し
し
よ
う
と
制
作
さ
れ
た

３
部
作
の
映
画
で
、
22
年
に

第
１
弾
が
公
開
さ
れ
、
最
終

章
と
な
る
第
３
弾
が
昨
年
公

開
。
只
見
線
が
通
る
金
山
町

の
美
し
い
自
然
が
巧
み
に
表

現
さ
れ
た
地
域
創
生
ド
ラ
マ

と
し
て
話
題
と
な
っ
た
。
鴻

巣
市
と
金
山
町
が
友
好
都
市

で
あ
る
こ
と
か
ら
上
映
会
を

実
施
。
第
３
弾
に
出
演
し
て

い
る
南
野
陽
子
さ
ん
に
よ
る

南野さん（中央）と井草監督（右）と並木市長によるトークショー

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
企
画
さ
れ

た
。

　

こ
の
日
は
事
前
に
応
募
し

抽
選
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

約
１
５
０
人
の
市
民
が
来

場
。
３
部
作
を
一
気
に
上
映

し
た
後
、
南
野
さ
ん
と
井
草

監
督
が
登
壇
し
、
並
木
正
年

鴻
巣
市
長
を
交
え
て
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
行
っ
た
。
南
野
さ

ん
は
「
現
地
の
エ
キ
ス
ト
ラ

の
方
も
多
く
出
演
し
て
い
ま

し
た
が
、
撮
影
現
場
の
雰
囲

気
が
と
て
も
良
く
、
温
か
い

気
持
ち
に
な
っ
て
帰
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
金
山
町
に
行
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

ま
た
「
こ
の
映
画
は
金
山
町

の
魅
力
が
伝
わ
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
鴻

巣
市
の
魅
力
が
伝
わ
る
映
画

を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
」
と
並
木
市
長
に

提
案
す
る
場
面
も
あ
り
、
終

始
和
や
か
な
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

と
な
っ
た
。

（北本市）

元気にボールを追う教室参加者

新庁舎の完成イメージ（伊奈町提供）

　

浦
和
レ
ッ
ズ
ハ
ー
ト
フ
ル

ク
ラ
ブ
に
よ
る
小
学
生
以
下

を
対
象
に
し
た
サ
ッ
カ
ー
教

室
が
７
日
、
北
本
総
合
公
園

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ

た
。

　

さ
い
た
ま
市
を
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
と
し
て
い
る
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム「
浦
和
レ
ッ
ズ
」

が
運
営
す
る
同
ク
ラ
ブ
は
、

さ
い
た
ま
市
を
中
心
と
し
た

県
内
各
所
で
サ
ッ
カ
ー
教
室

を
開
い
て
い
る
。
こ
の
日
は

小
学
生
と
未
就
学
児
36
人
が

参
加
。
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選

手
な
ど
６
人
の
コ
ー
チ
が
、

ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
、
シ
ュ
ー

ト
を
ゲ
ー
ム
感
覚
で
指
導
。

最
後
は
コ
ー
チ
を
交
え
た
試

合
を
行
い
、
盛
り
上
が
り
を

み
せ
た
。

　

鴻
巣
市
か
ら
参
加
し
て
い

元プロらが指導
浦和レッズのサッカー教室

た
小
学
２
年
生
の
池
森
士し

恩お
ん

君
は
「
去
年
も
来
て
楽
し

か
っ
た
の
で
、
ま
た
来
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で

学
校
の
校
庭
な
ど
で
友
達
と

や
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
楽

し
か
っ
た
し
、
コ
ー
チ
の
人

は
す
ご
く
う
ま
い
と
思
い
ま

し
た
。
い
つ
か
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
に
入
り
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

　

伊
奈
町
役
場
新
庁
舎
の
起

工
式
が
１
月
16
日
、
現
庁
舎

に
隣
接
す
る
建
設
予
定
地
で

あ
っ
た
。
大
島
清
伊
奈
町
長

を
は
じ
め
、
町
や
町
議
会
、

区
長
会
、
建
設
に
関
わ
る
関

係
者
ら
が
出
席
し
、
建
設
工

事
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
延
べ
床
面
積

約
７
７
０
０
㎡
の
地
上
4
階

建
て
。
2
階
に
町
立
図
書
館

を
併
設
し
、
来
庁
者
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
「
知
の
結
び

目
」と
な
る
空
間
を
目
指
す
。

１
階
に
は
多
目
的
の
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
町
民
活
動

や
地
域
交
流
の
拠
点
に
。
隣

接
す
る
広
場
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
じ
て
人
と
人
の

つ
な
が
り
を
生
み
出
し
、
新

た
な
「
伊
奈
の

結
び
目
」
と
な

る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
現
在

の
庁
舎
を
使
用

し
な
が
ら
建
設

を
進
め
、
２
０

２
８
年
１
月
の

開
庁
を
予
定
し

て
い
る
。

　

鍬
入
れ
を
し

た
大
島
町
長
は
、
２
０
１
２

年
の
庁
舎
耐
震
診
断
を
き
っ

か
け
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
庁

舎
整
備
事
業
の
歩
み
を
振
り

返
り
、「
関
係
事
業
者
が
協

力
し
、
事
故
な
く
計
画
通
り

に
庁
舎
が
完
成
す
る
こ
と
を

祈
念
し
ま
す
。
機
能
性
や
効

率
性
が
高
く
、
防
災
・
防
犯

の
拠
点
と
な
り
、
環
境
に
も

配
慮
し
た
誰
も
が
利
用
し
や

す
い
伊
奈
町
ら
し
い
次
世
代

に
つ
な
が
る
庁
舎
を
目
指
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

鍬
入
れ
を
す
る
大
島
町
長
（
右
）
と

上
野
尚
德
議
長


